その 人事に はなくて、 看過し がちだった その 自然の 景 

色に ある。 —— この ことから して 私 は、 凡て 追憶 的 旅 

行 記に 対して、 人物の 記述よりも 自然の 記述に より 信 

用す る。 人物の 記述 は 半ば 創作で ある ことが 多い。 

旅行 中に 得らる るこう した 自然の 印象 は、 時が たつ 

につれ て、 一種の 抽象 作用 を 受けて、 益々 簡明に なつ 

てく るよう である。 それ は 一 の 景色 以上の 景色で あり • 

一 の 眺望 以上の 眺望で ある。 現実に 何 かが 加わった I 

I 或は 差 引かれた もので、 そして 結局 は プラスの 景色 

や 眺望で ある。 

文学 上の 読書 は、 一種の 精神的 旅行で ある。 ところ 



めに は、 その 形態に 多少の 歪曲が 余儀なく される こと 

を、 故 岸 田 劉 生 氏の 絵画に 於て 吾々 は 見て きた。 ロダ 

ンの 彫刻に 就て は茲に 云う まで もない。 その 歪曲 は、 

作者の 批判から 来る。 文学に 於ても、 人物の 性格 風貌 

を 描き出 さんがた めに は、 その 人物に 関する 事実に 一 

種の 歪曲が 余儀なく される。 その 歪曲 は、 作者の 批判 

からく る。 実際 吾々 は、 同様な 事件 や 行為 を 話す 場合 

に、 A に関する 場合と B に関する 場合と では、 A なり 

B なりの 性格に 押されて、 おのずから、 自然に、 話し 

方 を 異にする。 話し方 を 異にする の は、 主体の ない 事 

実 だけ を 持 出す のではなくて、 主体に 事実 を 従属 させ 



な つ てく る。 

ポ— ル. ヴァ レリ— は、 詩作の 筆 をた つて 二十 年間、 

数学 殊に 幾何学 を 研究した。 それから 珠玉の ような 名 

篇を 書いた。 彼 は 幾何学から 芸術的 構成 を 学んだ ので 

ある。 芸術的 構成 は、 文学の 形式な どと いう 手前の も 

ので はなく、 もっと 奥の 方の ものである。 奥と いう 言 

葉が 悪ければ、 もっと 本質的な ものである。 言葉の 重 

量、 理知の 明暗、 感情の 母線 や 子 線、 性格の 凸凹 面な 

ど、 そういう ものの 認識の 上に 立つ 表現 方法 を 意味す 

る。 

私 はこ こに、 或る 建築家の 歎声 を 思い出す。 オフ ィ 



其 他、 まだ 云わねば ならぬ 事柄が ある けれど、 時間 

不足の ために これで 止める。 

近代の 文学 は、 個人の 精神 内部に、 識域 下に、 広い 

領土 を 発見した。 また、 階級と いう 観念の なかに、 広 

い 領土 を 発見した。 そして 前者の 新ら しい 心理描写 I 

I 行為の 説明の ための 心理 解剖で はない I I の 文学が、 

性格 を 軽視す ると 共に、 後者の 結局 は 権力 をめ ざす 階 

級 闘争 —— 真の 社会 革命の ための 闘争で はない —— の 

文学 も、 性格 を 軽視す る。 これ は 自然の 勢であろう。 

これに 対抗して、 性格 を 重視す る ことが、 文芸 を 貧困 
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